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非課税世帯・子育て世帯を支援
臨時特別給付金な

ど

非
課
税
世
帯
や
子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
な
ど
を
右
表
の
通

り
支
給
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
読
み
取
り
可
）
で

確
認
を
。

◆
個
人
事
業
主
等
支
援
金
の
申
請
を

２
月
１８
日
ま
で
延
長

市
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

売
り
上
げ
が
減
少
し
た
市
内
事
業
者

に
支
援
金
を
次
の
通
り
支
給
し
て
い

ま
す
。

【
対
象
】
令
和
２
年
１２
月
以
降
の

月
の
売
上
高
が
前
年
か
前
々
年
の
同

月
に
比
べ
て
２０
㌫
以
上
減
少
し
た
事

業
者
（
県
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
協
力
金
か
国
の
月

次
支
援
金
の
支
給
対
象
者
、
風
営
法

関
連
事
業
者
な
ど
除
く
）【
支
給
額
】

１０
万
円
。

*
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項

を
書
き
、
必
要
書
類
を
添
え
て
２
月

１８
日
ま
で
に
郵
送
（
必
着
）
で
〒
６６４

・
８
５
０
３
伊
丹
市
役
所
個
人
事
業

主
等
支
援
金
給
付
事
業
事
務
局
（
!

７６４
・
７
７
４
９
）
へ
。

◆
飲
食
店
・
中
小
法
人
な
ど
一
時
支

援
金
を
支
給

原
油
価
格
や
原
材
料

価
格
の
高
騰
な
ど
へ
の
対
策
と
し
て

「
①
飲
食
店
等
一
時
支
援
金
」、「
②

中
小
法
人
・
個
人
事
業
主
等
に
対
す

る
一
時
支
援
金
」
を
次
の
通
り
支
給

し
ま
す
。

対
象
・
支
給
額
は
、
①
県
の
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
適
正
認
証
制
度
に
よ
る

認
証
を
受
け
た
店
舗
%
１
店
舗
当
た

り
１０
万
円
②
令
和
３
年
４
〜
１０
月
の

い
ず
れ
か
の
月
の
売
り
上
げ
が
前
年

か
前
々
年
の
同
月
に
比
べ
て
５０
㌫
以

上
減
少
し
、
国
の
月
次
支
援
金
を
受

給
し
て
い
る
▽
中
小
法
人
%
２０
万
円

▽
個
人
事
業
主
%
１０
万
円
。

申
請
期
限
は
①
２
月
２２
日
②
２８
日

ま
で
。

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。

問
①
県
飲
食
店
向
け
協
力
金
・
一

時
支
援
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
!

０７８
・

３６１
・
２
５
０
１
②
県
中
小
法
人
等
一

時
支
援
金
事
務
局
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

!

０５０
・
８
８
８
２
・
４
９
０
８
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
て

恐
竜
が
絶
滅
し
た
の
は
、
６
千
６００

い
ん
せ
き

万
年
前
、
巨
大
隕
石
が
衝
突
し
て
地

球
環
境
が
激
変
し
た
の
が
原
因
と
い

う
説
が
有
力
で
す
。

一
方
１８
世
紀
の
産
業
革
命
以
来
、

人
間
の
活
動
が
地
球
環
境
に
大
き
な

負
の
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
て
い
ま

す
。
そ
し
て
現
在
、
地
球
の
温
暖
化

問
題
が
深
刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。
直

ち
に
人
類
の
絶
滅
に
つ
な
が
る
と
は

思
え
ま
せ
ん
が
、
既
に
世
界
各
地
で

「
異
常
気
象
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
現
象

が
頻
発
し
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。

こ
れ
に
対
し
、
世
界
各
国
が
協
調

し
て
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
我
が

国
も
、
ま
ず
３０
年
度
に
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
１３
年
度
比
４６
㌫
に
削

減
、
さ
ら
に
５０
㌫
の
高
み
に
向
け
挑

戦
を
続
け
る
と
の
決
意
を
世
界
各
国

に
表
明
し
ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て
も
、
既
に
こ
の
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
最

初
の
本
紙
の
表
紙
を
飾
っ
た
電
気
自

動
車
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１００

㌫
電
力
で
走
行
し
ま
す
。

こ
の
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
ド
ラ
イ

ブ
」
の
実
現
は
県
下
初
で
す
。
今
後

公
用
車
は
、
で
き
る
限
り
電
気
自
動

車
に
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
市
役

所
本
庁
舎
、上
下
水
道
局
庁
舎
、浄
水

場
で
も
同
電
力
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１１
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
新

庁
舎
は
最
新
の
環
境
配
慮
設
計
を
採

ゼ

ブ

レ

用
し
、
環
境
省
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
$
Ｒ
ｅ
ａ

デ
ィ
ー

ｄ
ｙ
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
今
後

も
公
共
施
設
の
省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
昨
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
「
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
共

同
購
入
支
援
事
業
」
を
実
施
し
、
想

定
を
上
回
る
２４７
件
も
の
申
し
込
み
が

あ
り
ま
し
た
。
改
め
て
皆
さ
ん
の
環

境
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
を
実
感

し
て
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

気
候
変
動
は
、
私
た
ち
の
生
活

と
密
接
に
関
係
す
る
身
近
な
課
題

で
す
。
行
政
だ
け
で
な
く
、
皆
さ

ん
一
人
一
人
が
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
今
で
き
る
こ
と
に

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
も
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
持
続
可

能
な
環
境
の
実
現
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
市
長

藤
原
保
幸
）

伊
丹
広
３
面

０
２
０
１
０
３

藤
❶
岡
❷
井
❸
岡
❹
岡
❺
井
❻
藤
❼
藤
❽
岡
❾
岡
10
岡
⑪
尚

対象・支給額など

２
月
１
〜
１５
日
受
け
付
け

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
をををををををををををををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

市
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次

の
通
り
募
集
し
ま
す
。

【
戸
数
】
１６
戸
【
間
取
り
】
２
Ｋ

〜
４
Ｄ
Ｋ
【
応
募
要
件
】
現
在
、
住

宅
に
困
り
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽
現
に
同
居
し
て
い
る
か
同
居
し
よ

う
と
し
て
い
る
親
族
が
あ
り
、
そ
の

家
族
構
成
が
夫
婦
（
内
縁
関
係
・
婚

約
者
含
む
）
か
親
子
を
主
体
と
し
た

も
の
▽
申
込
者
本
人
が
市
内
在
住
か

在
勤
者
▽
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
▽
政
令
月
収
額
（
入
居
し

よ
う
と
す
る
家
族
全
員
の
所
得
か
ら

扶
養
控
除
額
な
ど
を
差
し
引
い
た
後

の
額
を
１２
で
割
っ
た
額
）
が
、
１５
万

８
千
円
以
下
（
一
部
住
宅
は
１１
万
４

千
円
以
下
）、
障
が
い
者
な
ど
一
部

の
世
帯
は
２１
万
４
千
円
以
下
（
一
部

住
宅
は
１３
万
９
千
円
以
下
）
▽
円
満

な
共
同
生
活
を
営
め
る
▽
暴
力
団
員

で
な
い
。

申
し
込
み
は
１
世
帯
１
戸
。
市
営

住
宅
や
市
内
の
県
営
住
宅
（
借
り
上

げ
を
除
く
）
入
居
者
は
申
し
込
み
不

可
。
一
部
住
宅
で
は
単
身
世
帯
（
満

６０
歳
以
上
や
障
が
い
者
な
ど
要
件
あ

り
）
の
申
し
込
み
可
。

募
集
案
内
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

*
２
月
１
〜
１５
日
に
上
下
水
道
局

３
階
の
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
や

市
役
所
５
階
の
住
宅
政
策
課
、
各
支

所
・
分
室
、
く
ら
し
の
プ
ラ
ザ
、「
ふ

ら
っ
と
」
人
権
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

２
月
１５
日
ま
で
に
直
接
か
郵
送
（
消

印
有
効
）
で
〒
６６４
・
０
８
８
１
昆
陽

１
―
１
―
２
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ

ー
（
!

７８４
・
８
０
６
１
）
へ
。
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
。

◆
市
家
庭
菜
園
新
規
利
用
者
を
募
集

市
は
、
令
和
４
年
度
の
家
庭
菜
園
の

新
規
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
菜
園
名
・
区
画
数
（
予

定
）
は
次
の
通
り
。

▽
第
３４
菜
園
（
中
野
東
２
）
%
２８

区
画
▽
第
３７
菜
園
（
池
尻
６
）
%
２４

区
画
。
利
用
面
積
は
標
準
約
２０
平
方

㍍
で
年
額
１
万
５
千
８００
円
。
利
用
期

限
は
９
年
２
月
末
ま
で
。

対
象
は
市
内
に
住
所
が
あ
る
１８
歳

以
上
の
人
か
学
校
園
、
福
祉
施
設
な

ど
。
１
住
所
（
施
設
）
に
つ
き
１
区

画
の
み
。

現
在
、
市
家
庭
菜
園
を
利
用
し
て

い
る
人
は
不
可
（
２
月
末
ま
で
の
利

用
者
除
く
）。

*
市
役
所
６
階
の
農
業
政
策
課
、

各
支
所
・
分
室
、
く
ら
し
の
プ
ラ

ザ
、「
ふ
ら
っ
と
」
人
権
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
募
集
案
内
に
添
付
の
は
が
き

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
２
月
１
日

〜
３
月
１８
日
に
郵
送
（
必
着
）
で
〒

６６４
・
８
５
０
３
伊
丹
市
役
所
農
業
政

策
課
（
!

７８４
・
８
０
５
０
）
へ
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
も

可
）。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

◆
認
可
保
育
所
設
置
・
運
営
事
業
者

を
募
集

市
教
委
は
、
市
内
で
新
た

に
認
可
保
育
所
を
設
置
・
運
営
す
る

民
間
事
業
者
を
次
の
通
り
募
集
し
ま

す
。▽

開
設
日
%
来
年
４
月
１
日
▽
対

象
・
定
員
%
０
〜
５
歳
児
６０
人
程

度
。申

し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。

問
市
教
委
教
育
保
育
課
!

７８４
・
８

０
３
５
。

◆
駐
車
場
指
定
管
理
者
を
募
集

市

は
、
市
役
所
内
駐
車
場
と
保
健
セ
ン

タ
ー
内
駐
車
場
に
つ
い
て
、
１０
月
以

降
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
は
２
月
１
日
〜
３
月
１０

日
。募

集
要
項
は
、
市
役
所
２
階
の
管

財
課
で
配
布
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

問
市
管
財
課
!

７８０
・
３
５
３
５
。

◆
市
有
地
を
売
却

市
は
、
市
有
地

を
一
般
競
争
入
札
で
次
の
通
り
売
却

し
ま
す
。

▽
入
札
日
%
３
月
８
日
㈫
①
午
後

２
時
②
３
時
▽
会
場
%
防
災
セ
ン
タ

ー
３
階
の
３０１
会
議
室
▽
売
却
予
定
地

%
①
行
基
町
３
$
１７
（
１
千
８９
・
８７

平
方
㍍
）
②
寺
本
２
$
７４
$
１
他
４

筆
（
２
千
２７６
・
９０
平
方
㍍
）
▽
最
低

売
却
価
格
%
①
２
億
２
千
１００
万
円
②

２
億
２
千
６００
万
円
。

*
２
月
１
日
か
ら
市
役
所
２
階
の

管
財
課
で
配
布
す
る
申
込
用
紙
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
２
月

１５
〜
２２
日
に
直
接
、
同
課
（
!

７８０
・

３
５
３
５
）
へ
。
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３月５・６日開催

ここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザのののののののののののののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

３
月
８
日
の「
国
際
女
性
デ
ー
」

に
合
わ
せ
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
こ
こ
い
ろ
で
「
こ
こ
い
ろ

ミ
モ
ザ
の
日
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
内
容
な
ど
は
右
表
の
通

り
。

*
２
月
１
日
か
ら
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
こ
こ
い
ろ
!

７８１
・
５
５
１

６
（
※
除
く
。
同
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
電
子
申
請
も
可
）へ
。先
着
順
。

◆
「
コ
ロ
ナ
禍
の
消
費
者
問
題
」
を

開
催

２
月
１６
日
㈬
午
後
１
時
半
、

ぐ
ら

図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」
地
下
１
階
の

多
目
的
室
１
で
。

定
員
３０
人
。
無
料
。
当
日
直
接
、

会
場
へ
。
先
着
順
。

問
伊
丹
消
費
者
協
会
!

７７３
・
１
４

８
３
。

◆
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

３

月
３
日
㈭
午
後
２
時
、
東
リ

い
た

み
ホ
ー
ル
で
。

当
事
者
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
大

切
さ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

定
員
５０
人
。
無
料
。

*
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
!

７８７

・
６
７
９
７
へ
。
先
着
順
。

「ここいろ ミモザの日」各種イベント

費用

無料

５００円

無料

対象・定員

２０人。一時保育あり（１
歳～就学前６人。１人
３００円。要予約）

小学４～６年生の女子
とその保護者８組

小学３・４年生２０人

２０人。一時保育あり（１
歳～就学前６人。１人
３００円。要予約）

１５人（子どもの同伴可）

２５人（子どもの同伴可）

なし

日時

３月５日㈯午前１０時

５日㈯午後１時半

６日㈰午前１０時

６日㈰午後１時

２月１日～３月６日

イベント名

アジアの女性と手をつなぐ

女の子のための電気工作教室
「紙コップロボットを作ろ
う」

子どもへの暴力防止「ＣＡＰ
ワークショップ」

データから考えてみる「専業
主婦の理想と現実」

ここいろあんしん防災講座

「性の話を気軽にオープンに
!!」～幼児期からの性教育を
考えよう

※ＡＷＥＰ（アジア女性自立
プロジェクト）パネル展

給付金名 対象 支給額 申請方法 問い合わせ先

非課税世帯等への
臨時特別給付金

令和３年１２月１０日時点で本市の住民基本台帳に登録され、世帯
全員の３年度の住民税均等割が非課税である世帯（住民税が課
税されている人の扶養親族などのみからなる世帯除く）

１世帯
につき
１０万円

「住民税非課税世帯等に対する臨時
特別給付金支給要件確認書」（１月３１
日に送付）に必要事項を書いて、４月
３０日までに郵送（必着）で〒６６４－８５０
３伊丹市役所臨時特別給付金等事業
推進班へ

市臨時特別
給付金等コ
ールセンタ
ー
"７６４－５５３７

新型コロナウイルス感染症の影響で令和３年１月～４年９月に
家計が急変し、世帯全員の１年間の収入見込額が住民税非課税
水準に相当する額以下となる世帯（住民税が課税されている人
の扶養親族などのみからなる世帯除く）

２月１日から市役所７階の臨時特別
給付金等事業推進班で配布する申請
書（市ホームページからダウンロー
ド可）に必要事項を書き、必要書類
を添えて９月３０日までに直接か郵送
（必着）で〒６６４－８５０３伊丹市役所
臨時特別給付金等事業推進班へ

子育て世帯への臨
時特別給付金

次のいずれかに該当する人（所得制限あり）
!令和３年９月分の児童手当を受給
!３年９月１日～４年３月３１日生まれの新生児を養育
!平成１５年４月２日～１８年４月１日生まれの児童を養育

対象児
童１人
につき
１０万円

申請不要。公務員・平成１５年４月２
日～１８年４月１日生まれの児童のみ
を養育している人は、要申請。申請
書（昨年１２月２３日に送付）に必要事
項を書いて、３月１５日までに郵送（必
着）で〒６６４－８５０３伊丹市役所臨時
特別給付金等事業推進班へ

低所得の子育て世
帯に対する子育て
世帯生活支援特別
給付金

【ひとり親世帯分】

【ひとり親世帯以
外分】

【ひとり親世帯分】
次のいずれかに該当する人（既に同給付金が支給された人除
く）
①令和３年４月分の児童扶養手当を受給している（全部支給停
止除く）
②公的年金給付などを受けていることにより３年４月分の児童
扶養手当を受給していない（年金受給額含む収入額が支給制限
基準額を下回る人に限る）
③３年４月分の児童扶養手当を受給しておらず、直近の収入が
同手当受給対象となる水準に下がり、同手当の受給資格要件が
ある
【ひとり親世帯以外分】
平成１５年（特別児童扶養手当の対象児童は１３年）４月２日～令
和４年２月２８日生まれの児童を養育し、次のいずれかに該当す
る人（既に同給付金が支給された人除く）
④令和３年４月～４年３月のいずれかの月の児童手当か特別児
童扶養手当を受給し、３年度の住民税均等割が非課税
⑤３年度の住民税均等割が非課税か感染症の影響で３年１月以
降の収入が急変し、収入見込額が住民税非課税相当になった

対象児
童１人
につき
５万円

①④申請不要
②③⑤必要書類を持って２月２８日ま
でに直接、市役所４階のこども福祉
課へ

市こども福
祉課
"７８４－８０３０


